
1　高齢者の家族と世帯

（1）高齢者のいる世帯は全世帯の約半分、「単
独世帯」・「夫婦のみ世帯」が全体の過半数
65歳以上の高齢者のいる世帯についてみる
と、平成26（2014）年現在、世帯数は23,572
千世帯と、全世帯（50,431千世帯）の46.7％を

占めている（図1－2－1－1）。
昭和55（1980）年では世帯構造の中で三世
代世帯の割合が一番多く、全体の半数を占めて
いたが、平成26（2014）年では夫婦のみの世
帯が一番多く約3割を占めており、単独世帯と
合わせると半数を超える状況である。
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図1－2－1－1 　�65歳以上の者のいる世帯数及び構成割合（世帯構造別）と全世帯に占める�
65歳以上の者がいる世帯の割合

（千世帯）（千世帯）

00

5,0005,000

10,00010,000

15,00015,000

20,00020,000

25,00025,000

30,00030,000

単独世帯単独世帯
その他の世帯その他の世帯

昭和55
（1980）
昭和55
（1980）

60
（1985）
60

（1985）
平成2
（1990）
平成2
（1990）

7
（1995）
7

（1995）
12

（2000）
12

（2000）
17

（2005）
17

（2005）
18

（2006）
18

（2006）
19

（2007）
19

（2007）
20

（2008）
20

（2008）
21

（2009）
21

（2009）
22

（2010）
22

（2010）
23

（2011）
23

（2011）
24

（2012）
24

（2012）
26

（2014）
26

（2014）
25

（2013）
25

（2013） （年）（年）

夫婦のみの世帯夫婦のみの世帯
三世代世帯三世代世帯

親と未婚の子のみの世帯親と未婚の子のみの世帯

0.00.0

5.05.0

10.010.0

15.015.0

20.020.0

25.025.0

30.030.0

35.035.0

40.040.0

50.050.0

45.045.0

（％）（％）

全世帯に占める65歳以上の者がいる世帯の割合全世帯に占める65歳以上の者がいる世帯の割合

総数

910
（10.7）
910

（10.7）
1,131
（12.0）
1,131
（12.0）

1,613
（14.9）
1,613
（14.9）

2,199
（17.3）
2,199
（17.3）

3,079
（19.7）
3,079
（19.7）

4,069
（22.0）
4,069
（22.0）

4,102
（22.4）
4,102
（22.4）

4,326
（22.5）
4,326
（22.5）

4,352
（22.0）
4,352
（22.0）

4,631
（23.0）
4,631
（23.0）

5,018
（24.2）
5,018
（24.2）

4,697
（24.2）
4,697
（24.2）

4,868
（23.3）
4,868
（23.3）

5,730
（25.6）
5,730
（25.6）

5,959
（25.3）
5,959
（25.3）1,795

（19.1）
1,795
（19.1）

2,314
（21.4）
2,314
（21.4）

3,075
（24.2）
3,075
（24.2）

4,234
（27.1）
4,234
（27.1）

5,420
（29.2）
5,420
（29.2）

5,397
（29.5）
5,397
（29.5）

5,732
（29.8）
5,732
（29.8）

5,883
（29.7）
5,883
（29.7）

5,992
（29.8）
5,992
（29.8）

6,190
（29.9）
6,190
（29.9） 5,817

（30.0）
5,817
（30.0）

6,332
（30.3）
6,332
（30.3）

6,974
（31.1）
6,974
（31.1）

7,242
（30.7）
7,242
（30.7）

891
（10.5）
891

（10.5）
1,379
（16.2）
1,379
（16.2）

1,012
（10.8）
1,012
（10.8）

1,275
（11.8）
1,275
（11.8）

1,636
（12.9）
1,636
（12.9）

2,268
（14.5）
2,268
（14.5）

3,010
（16.2）
3,010
（16.2）

2,944
（16.1）
2,944
（16.1）

3,418
（17.7）
3,418
（17.7）

3,634
（18.4）
3,634
（18.4）

3,730
（18.5）
3,730
（18.5）

3,837
（18.5）
3,837
（18.5） 3,743

（19.3）
3,743
（19.3）

4,110
（19.6）
4,110
（19.6）

4,442
（19.8）
4,442
（19.8）

4,743
（20.1）
4,743
（20.1）

4,254
（50.1）
4,254
（50.1）

4,313
（45.9）
4,313
（45.9）

4,270
（39.5）
4,270
（39.5）

4,232
（33.3）
4,232
（33.3）

4,141
（26.5）
4,141
（26.5）

3,947
（21.3）
3,947
（21.3）

3,751
（20.5）
3,751
（20.5）

3,528
（18.3）
3,528
（18.3）

3,667
（18.5）
3,667
（18.5）

3,518
（17.5）
3,518
（17.5）

3,348
（16.2）
3,348
（16.2） 2,998

（15.4）
2,998
（15.4）

3,199
（15.3）
3,199
（15.3）

2,953
（13.2）
2,953
（13.2）

3,117
（13.2）
3,117
（13.2）

1,062
（12.5）
1,062
（12.5）

1,150
（12.2）
1,150
（12.2）

1,345
（12.4）
1,345
（12.4）

1,553
（12.2）
1,553
（12.2）

1,924
（12.3）
1,924
（12.3）

2,088
（11.3）
2,088
（11.3）

2,091
（11.4）
2,091
（11.4）

2,260
（11.7）
2,260
（11.7）

2,241
（11.3）
2,241
（11.3）

2,254
（11.2）
2,254
（11.2）

2,313
（11.2）
2,313
（11.2）

2,166
（11.2）
2,166
（11.2）

2,420
（11.6）
2,420
（11.6）

2,321
（10.4）
2,321
（10.4）

2,512
（10.7）
2,512
（10.7）

24.024.0
25.325.3

26.926.9

31.131.1

34.434.4

39.439.4
38.538.5

40.140.1
41.241.2 41.941.9 42.642.6

41.641.6
43.443.4

44.744.7
46.746.7

23,572

資料：昭和60年以前の数値は厚生省「厚生行政基礎調査」、昭和61年以降の数値は厚生労働省「国民生活基礎調査」による
（注1）平成7年の数値は兵庫県を除いたもの、平成23年の数値は岩手県、宮城県及び福島県を除いたもの、平成24年の数値は福島県を

除いたものである。
（注2）（　）内の数字は、65歳以上の者のいる世帯総数に占める割合（％）
（注3）四捨五入のため合計は必ずしも一致しない。
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（2）子供との同居は減少している
65歳以上の高齢者について子供との同居率
をみると、昭和55（1980）年にほぼ7割であっ
たものが、平成11（1999）年に50％を割り、
26（2014）年には40.6％となっており、子ども
との同居の割合は大幅に減少している。一人暮
らし又は夫婦のみの世帯については、ともに大
幅に増加しており、昭和55（1980）年には合
わせて3割弱であったものが、平成16（2004）
年には過半数を超え、26（2014）年には55.4％
まで増加している（図1－2－1－2）。

（3）一人暮らし高齢者が増加傾向
65歳以上の一人暮らし高齢者の増加は男女
ともに顕著であり、昭和55（1980）年には男
性約19万人、女性約69万人、高齢者人口に占

める割合は男性4.3％、女性11.2％であったが、
平成22（2010）年には男性約139万人、女性約
341万人、高齢者人口に占める割合は男性
11.1％、女性20.3％となっている（図1－2－1
－3）。

（4）女性の有配偶率は5割弱だが上昇傾向
65歳以上の高齢者の配偶関係についてみる
と、平成22（2010）年における有配偶率は、
男性80.6％に対し、女性は48.4％である。女性
の高齢者の約2人に1人が配偶者ありとなって
おり、その割合は上昇傾向にある。また、未婚
率は男性3.6％、女性3.9％、離別率は男性3.6％、
女性4.6％となっており、いずれも上昇傾向と
なっている（図1－2－1－4）。

図1－2－1－2 　家族形態別にみた65歳以上の高齢者の割合
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資料：昭和60年以前は厚生省「厚生行政基礎調査」、昭和61年以降は厚生労働省「国民生活基礎調査」
（注）平成7年の数値は兵庫県を除いたもの、平成23年の数値は岩手県、宮城県及び福島県を除いたもの、平成24年の数値は福島県を除いたも

のである。
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